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Ⅲ－７ 色彩 

１）コンセプト 

 新キャンパスにおける『色彩』の役割として、以下が挙げられる。 

   １）自然の変化を大切にし、楽しむことができる環境をつくる 

   ２）大学で活動する人々を活き活きと目立たせる 

   ３）大学の個性を引き立たせ、魅力的に演出する 

   ４）建築物を景観に調和させ、量感を軽減する 

 デザイン・マニュアルにおいては、以下のコンセプトに基づいて新キャンパスにおける『色彩』のあり方を示す。 

 ①飽きのこない色彩環境を形成する 

 ③周辺景観を活かす色彩環境を形成する 

● 景観の“地”（背景）となる基調色（ベーシックカラー）を設定する 

● 必要に応じて強調色（アクセントカラー）を使用する 

● 自然の緑を引き立てるため、緑の鮮やかさを越えない「彩度」を規定する。 

 ④構成要素間の調和に配慮する 

● パブリックスペースを構成する要素間の色彩・素材の統一または調和を図る。 

 ②「九大らしい」色彩環境を形成する 

● UIで規定されたシンボルカラー（Ⅱ－２ 参照）の効果的な活用を図るとともに、色彩分析によって現キャンパスのイメージ
の活用を図る。 
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Ⅲ－７ 色彩 

Ａ Ｃ 

Ｄ Ｂ 

有機化 

無機化 

異質化 同化 

色彩タイプ 配色のイメージ 適用（例） 

Ａ：同化・有機化型 自然を生かして環境に溶け込む 「同化（類似）」させる基調色に近い

色相・彩度・明度を選択  

類似型配色 大面積を占める舗装・建築物の壁面など、景観の「地」を

形成する要素となるもの 

Ｂ：同化・無機化型 近代的な施設でありながら環境に

溶け込ませる 

ゆるやかで中庸となる配色 舗装面・壁面等におけるアクセントカラー 

サイン・照明・ファニチャーなどの小規模な構造物  

Ｃ：異質化・有機化型 自然を生かしながら、目立って目

印になる 

自然の色に調和しながら、アクセ

ントとして目立つ色を「少量」使用 

Ｄ：異質化・無機化型 先端的イメージを強調する 自然と対立する配色 限定的に使用する 

「異質化（対比）」させて色相・彩度・

明度の異なる対比的な関係を選択  

目標 

２）色彩選定の考え方 

 色彩選定のためのマトリックスを左図に示す。このマトリックスは、以下の四つの項目から構成される。 

 【縦軸】 

  ・有機化の方向で、自然を生かす 

  ・無機化の方向で、都市化を目指す 

 【横軸】 

  ・同化の方向で、風景に対して違和感なく同調させる 

  ・異質化の方向で、風景に対して目立たせる 

 縦軸・横軸のマトリックスでは、Ａ：「同化・有機化型」、Ｂ：「同化・無機化型」、Ｃ：「異質化・有機化型」、Ｄ：「異質化・無機化型」

の典型的な４つのタイプがエリアとして示される。 

 

 パブリックスペースにおける色彩選定にあたっては、地域の景観への同化（類似型）を全体の基本としつつ、自然を生かした

上でのポイント的な異質化によって景観にアクセントを加えることを計画方針とする。上記マトリックスでは、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の各エ

リアがこれに相当する。 

 

 各「色彩タイプ」に対応する「目標」「配色のイメージ」及び「適用（例）」を下表に示す。 
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Ⅲ－７ 色彩 

３）基調色の検討 

①元岡地区の色彩分析 

● 元岡地区の２ヶ所について行った環境色彩調査の結

果を、右図に示す。 

● 元岡（１）は学園通線から新キャンパス方向への景観を

対象としたものであり、元岡（２）は新キャンパス建設現

場を対象としたものである。 

● 写真測色カラーパレットにおいては、色彩の出現頻度

や面積が多い領域が、対象地の基調色と考えられる。 

 

● ２ヶ所に共通する色彩としては、農地等の植物の「Y」と
空の「B」が大きな領域を占めていることが挙げられる。 

● 上記以外の共通色としては、色相「RP」～「YR」にかけ
ての低彩度の色彩（図中赤囲み部分）があり、この領域

の色彩が元岡地区の基調色として挙げられる。 
◆元岡（１）：学園通線 

◆元岡（２）：新キャンパス 

空 

空 樹木等 

樹木等 
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Ⅲ－７ 色彩 

②研究教育棟の色彩分析 

◆研究教育棟（１）：Ⅱ・Ⅲ棟壁面 

◆研究教育棟（２）：Ⅱ・Ⅲ棟妻側壁面 

● 新キャンパスで建設中の研究教育棟Ⅱ・Ⅲの壁面２ヶ

所について行った環境色彩調査の結果を、右図に示

す。 

● 研究教育棟（１）はⅡ・Ⅲ棟の南側壁面を対象としたも

のであり、研究教育棟（１）はⅡ・Ⅲ棟の妻側壁面を対

象としたものである。 

 

● 研究教育棟の２ヶ所に共通する色彩としては、色相

「RP」～「YR」にかけての低彩度の領域（図中赤囲み部
分）があり、①で挙げた元岡地区の基調色にもほぼ一

致したものとなっている。 
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Ⅲ－７ 色彩 

③箱崎地区の色彩分析 

◆箱崎（１）：事務局庁舎前 

◆箱崎（２）：箱崎幹線交差点 

● 現キャンパス箱崎地区の２ヶ所について行った環境色

彩調査の結果を、右図に示す。 

● 箱崎（１）は事務局庁舎前を対象としたものであり、箱崎

（２）は箱崎幹線交差点を対象としたものである。 

 

● 箱崎（１）では、特徴的な赤れんがを示す中彩度の色彩

が現れているが、全体には低彩度の色彩が中心となっ

ている。 

● 箱崎地区の２ヶ所に共通する色彩としては、樹木を主

とする「Y」を除けば、色相「RP」～「YR」にかけての低彩
度の領域（図中赤囲み部分）が挙げられるものであり、

元岡地区とほぼ同様の色彩環境にあるものと判断でき

る。 

● また、元岡地区との比較では、箱崎地区の方がやや暗

いトーンの色彩に偏った傾向にある。 

樹木等 

樹木等 

れんが 
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Ⅲ－７ 色彩 

④六本松地区の色彩分析 

◆六本松（１）：中庭 

◆六本松（２） 

● 現キャンパス六本松地区の２ヶ所について行った環境

色彩調査の結果を、右図に示す。 

● 六本松（１）（２）は、いずれも六本松キャンパスの中庭を

対象としたものである。 

 

● 六本松地区の２ヶ所に共通する色彩としては、樹木の

「Y」を除けば、他の３地区と同様に、色相「RP」～「YR」
にかけての低彩度の領域（図中赤囲み部分）が挙げら

れることから、基調色としてもほぼ同様の環境にあるも

のと判断できる。 

● 元岡地区との比較では、箱崎地区と同様に、やや暗い

トーンの色彩が多い傾向にあると考えられる。 

樹木等 

樹木等 
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５）彩度の設定 

● 樹木の葉の色はおおむね彩度６以下であり、常緑樹で

は彩度３程度、最も鮮やかな新緑でも彩度８程度となっ

ている。 

● 樹木の葉色などの四季の変化を活き活きと見せるた

めには、緑の鮮やかさを越えない色彩を選択すること

が適切である。 

 

● 基調となる色彩の選択は、壁面や舗装などの景観の

ベースとなる部分は彩度３以下、その他のものは彩度６

以下に抑えることとし、落ち着きのある色彩環境の創出

を図るものとする。ただし、公共サイン等で視認性の確

保が必要なものについては高彩度な色彩の使用を認

めるが、色相の選択によって基調色との調和を図る。 

 

● マンセル彩度区分と（社）日本塗料工業会（日塗工）色

表番号の対応を以下に示す。 

マンセル彩度記号 0.5 1 1.5 2 3 4 6 8 10 12 13 14 

日塗工色表番号 A B C D F H L P T V W X 

Ⅲ－７ 色彩 

○彩度区分 

４）基調色の活用 

● 以上の検討から、新キャンパスの工学系地区と、現キャ

ンパスの箱崎・六本松両地区の色彩環境は、比較的近

い状態にあるものと判断できる。 

 

● 工学系地区のように年月を経ても美しさを保ち、味わ

いを増していく素材の持つ基調色を原則とすることに

より、現キャンパスの色彩環境の継承も可能とする。 

 

● 箱崎地区の赤れんがに見られるように、同じ色相の範

囲内であっても、トーンや彩度の違いによって空間の

特徴付けやイメージの強調につながる色彩も認められ

ることから、それらのポイント的な活用も必要である。 

 

● 基調色の活用により、遠景からの眺望では周辺の景観

に溶け込み、ディテールの見える近景では個性化を図

ることを目指す。 
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６）色彩選定の事例 ～ 研究教育棟Ⅱ・Ⅲにおける外装色の検討事例 

①検討の要素及び項目 

● 「色」と「素材」のテクスチャーを併せて検討 

● 年月が経っても美しさを保ち、趣を増す「色」「素材」の選定 

● 新キャンパスの位置する元岡地区の豊かな自然（山の土、緑、空）と調和した「色」「素材」の選定 

● 現キャンパスからの継承性に配慮し、現キャンパスの建築物の持つ色のイメージとの連続性を考慮 

②色彩選定の経緯 

【中間部柱型・腰壁】 

● 基調となる南面中層部のアースカラータイルの色彩として、元岡の緑、山の土の色に合うカラー、テ

クスチャーを複数提案 

● 現地において壁面方位を合わせ、周囲との調和、他の部位とのコントラスト等を確認して決定 

 

【３層構成】 

● 中層部のアースカラーを基準として選定 

● ランドスケープと一体となる低層部は、より山の土色に近いアースカラーを選定 

● スカイラインを形成する上層部は、空の色を意識した色彩を選定 

 

【壁面の分節】 

● リフレッシュスペースの外装色を、透明感のあるガラスとシルバーメタリック（塗装）で構成することに

より、長大壁面のボリュームを分節 

 

【連続性と各部のアイデンティティー】 

● 学府・部局のアイデンティティーと建築の一連のまとまりに配慮し、南面腰部の色彩に変化を持た

す 

● 西側では茶系色を中心に、東へ向かうほどメタリック系アクセントの割合を増やし、各ゾーンに変化

を付けながら連続性を保つファサードを構成 

 

【各面のまとまり】 

● 大学としての内部機能を素直に外装デザインに表現する 

● 各面において、骨格となるコンクリート打ち放し色のボーダーを連続させ、一つの棟としてのまとまり

を持たせる 

Ⅲ－７ 色彩 

連続するボーダー（コンクリート打ち放し色） 

によるまとまりの演出 

基準となる中層階の 

アースカラー 

土色に近い低層部の 

アースカラー 

空の色を意識した 

上層部 




